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(57)【要約】
【課題】医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造を提
供すること。
【解決手段】本発明は心電図、筋電図、脳波及び神経系
信号を測定するために人体に貼り付ける各種のモニター
リングパッドなどと脱着し易いスナップ電極を用いてこ
れを医療装備と電気的に連結するが、溶接によりスナッ
プ電極とワイヤーを連結することなく圧着方法によりワ
イヤーをスナップ電極に連結する医療用スナップ電極と
ワイヤーの締付構造に関する。本発明の実施の形態によ
る医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造は、上部に
は締付具が嵌合される溝が外周面に凹設された突部が形
成され、下部にはパッドの締付突起が嵌合される胴体と
、リング状を呈し、内周面に所定数の弾性固定片が突設
され、一方の側にワイヤーを締め付けるように突出され
て一対の第１圧着片が配備された締付具と、を備えてな
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造において、
　上部には締付具（１１０）が嵌合される溝（１０３）が外周面に凹設された突部（１０
２）が形成された胴体（１０１）と、
　中央に突起ハウジング（１３２）が突設され、前記突起ハウジング（１３２）の両側に
バネ溝（１３３）が切欠き形成され、前記バネ溝（１３３）に圧着バネ（１３４）が嵌合
されるベース（１３１）と、
　リング状を呈し、内周面に所定数の弾性固定片（１１１）が突設され、一方の側にワイ
ヤ（１１４）を締め付けるように突出されて一対の第１圧着片（１１２）が配備された締
付具（１１０）と、
　を備えてなることを特徴とする医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造。
【請求項２】
　前記固定片（１１１）は、上部に所定の角度だけ折れたり、所定の曲率をもって曲がる
ように形成されたことを特徴とする請求項１に記載の医療用スナップ電極とワイヤーの締
付構造。
【請求項３】
　前記締付具（１１０）の一方の側にはワイヤー（１１４）の被覆部を圧着して固定する
第２圧着片（１１３）がさらに設けられることを特徴とする請求項１または２に記載の医
療用スナップ電極とワイヤーの締付構造。
【請求項４】
　前記胴体（１０１）及びワイヤー連結部（１１６）が外部に露出されないように胴体（
１０１）の外部に締め付けられるケースをさらに備えてなることを特徴とする請求項１～
３のいずれか１項に記載の医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造。
【請求項５】
　前記突起ハウジング（１３２）と両側に切り欠き形成されたバネ溝（１３３）の上部切
欠面は湾曲状に切欠き成形されたことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の
医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は心電図（ＥＣＧ；Electrocardiogram）、筋電図（ＥＭＧ；Electromyogram）
、脳波及び神経系信号を測定するために人体に貼り付ける各種のモニターリングパッドな
どと脱着し易いスナップ電極を用いてこれを医療装備と電気的に連結するが、溶接により
スナップ電極とワイヤーを連結することなく圧着方法によりワイヤーをスナップ電極に連
結する医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　筋肉の活動電位を示す筋肉の活動電流を筋電図といい、心筋の興奮は静脈洞において起
きて心房、心室方向に進むため、この興奮を任意の２点において電流計（心電計）に誘導
すると、心臓の活動電流がグラフにて描かれるが、このようにして得られたものが心電図
であり、心臓疾患の診断に極めて重要である。
【０００３】
　図１および図２は、心電図及び筋電図を測定するための従来のスナップ電極とワイヤー
の締付構造を示すものである。
【０００４】
　図１に示すように、人体に貼り付けるパッド１３の一方の側の中央にスナップ電極１０
を挿着するための締付突起１４が形成され、前記締付突起１４にはモニターリング装備と
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ワイヤー１２を介して電気的に連結するスナップ電極１０が締め付けられる。
【０００５】
　前記スナップ電極１０は、図２に示すように、スナップ電極１０の胴体１５とワイヤー
１２が鉛などの素材により溶接され、その外部に人体に無害な合成樹脂が射出形成された
ケース１１を覆って構成される。前記スナップ電極１０の胴体１５の上部に突出された部
分（図示せず）は、図１のパッド１３に形成された締付突起１４がスナップ電極１０の胴
体１５に嵌まり込んだときに前記締付突起１４が載置される空間を確保するために形成さ
れた部分である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のように構成された従来のワイヤー締付構造は、鉛などの金属素材を用いて溶接し
てスナップ電極１０とワイヤー１２を連結固定する構成であるため、人体に有害な鉛など
の金属素材により人体に害を与える恐れがあり、溶接不良などによりワイヤー１２が離脱
し易くなる恐れもあり、スナップ電極１０の胴体１５とワイヤー１２をいちいち溶接する
ことを余儀なくされるため生産性が低下するなどの問題があった。
【０００７】
　さらに、最近、スナップ電極に鉛などの素材を用いて溶接を行うことにより医療機構を
構成することを法律により制限する傾向にあるため、これに代えうる医療用スナップ電極
とワイヤーの締付構造が切望されるのが現状である。
【０００８】
　本発明は上述した問題点を解消するためになされたものであり、その目的は、鉛などの
素材を用いて溶接によりワイヤーをスナップ電極に固定しないつつも、ワイヤーをスナッ
プ電極に強固に締め付けることができ、組み立てが簡単であることから生産性に優れた医
療用スナップ電極とワイヤーの締付構造を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するために、本発明は、医療用スナップ電極とワイヤーの締付構造に
おいて、上部には締付具が嵌合される溝が外周面に凹設された突部が形成された胴体と、
中央に突起ハウジングが突設され、前記突起ハウジングの両側にバネ溝が切欠き形成され
、前記バネ溝に圧着バネが嵌合されるベースと、リング状を呈し、内周面に所定数の弾性
固定片が突設され、一方の側にワイヤーを締め付けるように突出されて一対の第１圧着片
が配備された締付具と、を備えてなる。
【００１０】
　このとき、前記固定片は、上部に所定の角度だけ折れたり、所定の曲率をもって曲がる
ように形成される。
【００１１】
　また、前記締付具の一方の側にはワイヤーの被覆部を圧着して固定する第２圧着片をさ
らに備えてなる。
【００１２】
　さらに、前記胴体及びワイヤー連結部が外部に露出されないように胴体の外部に締め付
けられるケースをさらに備えてなる。
【００１３】
　さらに、前記突起ハウジングの両側に切欠き形成されたバネ溝の上部切欠面は湾曲状に
切欠き成形される。
【発明の効果】
【００１４】
　上記のように構成された本発明は、鉛などの素材を用いて溶接によりワイヤーをスナッ
プ電極に固定することなく、リング状の締付具にワイヤーを圧着固定し、前記締付具をス
ナップ電極胴体の突部に挿着することによりワイヤーがスナップ電極に強固に締め付けら
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れるだけではなく、組み立てが簡単であることから生産性に優れているというメリットが
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】従来のスナップ電極とワイヤーの締付構造を示す斜視図。
【図２】従来のスナップ電極を示す斜視図。
【図３】本発明の実施の形態によるスナップ電極とワイヤーの締付構造を示す分解斜視図
。
【図４】本発明の実施の形態によるスナップ電極とワイヤーの締付構造を示す斜視図。
【図５】本発明の実施の形態によるスナップ電極の分解斜視図。
【図６】スナップ電極のベース側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１７】
　図３は、本発明の実施の形態によるスナップ電極とワイヤーの締付構造を示す分解斜視
図であり、図４は、本発明の実施の形態によるスナップ電極とワイヤーの締付構造を示す
斜視図であり、図５は、本発明の実施の形態によるスナップ電極の分解斜視図であり、そ
して図６は、スナップ電極のベース側面図である。
【００１８】
　本発明の実施の形態によるスナップ電極とワイヤーの締付構造は、上部には締付具が嵌
合される溝１０３が外周面に凹設された突部１０２が形成され、下部にはパッド１２０の
締付突起が嵌合される胴体１０１と、リング状を呈し、内周面に所定数の弾性固定片１１
１が突設され、一方の側にワイヤー１１４を締め付けるように突出されて１対の第１圧着
片１１２が配備された締付具１１０と、を備えてなる。
【００１９】
　パッド１２０は、心電図（ＥＣＧ；Electrocardiogram）、筋電図（ＥＭＧ；Electromy
ogram）、脳波及び神経系信号を測定するために人体に貼り付けるものである。前記パッ
ド１２０は随時交替して使用するものであるため、モニターリング装備と電気的に連結す
るワイヤー１１４が簡単に脱着できるようにワイヤー１１４の端部にスナップ電極を組み
付けることによりパッド１２０と簡単に脱着できるように構成される。
【００２０】
　上述した如きスナップ電極は、図３に示すように、胴体１０１と、ワイヤー１１４を胴
体１０１と電気的に連結する締付具１１０と、から構成される。
【００２１】
　スナップ電極の胴体１０１は、図３に示すように、円形の胴体１０１であり、前記胴体
１０１の上部に突部１０２が形成される。前記胴体１０１の下部には、図１に示すように
、パッド１３の締付突起１４が嵌着される載置空間（図示せず）が形成されるが、載置空
間の形成のために胴体１０１の上部が突出されて突部１０２が形成される。
【００２２】
　そして、前記突部１０２の外周面には後述するリング状の締付具１１０が挿着されるよ
うに溝１０３が凹設される。
【００２３】
　前記締付具１１０は、図３に示すようにリング状に形成され、一方の側が突出されて第
１圧着片１１２及び第２圧着片１１３がそれぞれ１対ずつ配備され、前記締付具１１０の
内周面には固定片１１１が形成される。
【００２４】
　前記固定片１１１は弾性力を有するように成形されて上向きに所定の角度だけ折れたり
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、上向きに所定の曲率をもって折り曲げ形成されることにより、締付具１１０が胴体１０
１の突部１０２に嵌合されたときに前記固定片１１１が突部１０２と係止爪１１５に係止
されて強固な締め付けが実現される。
【００２５】
　すなわち、前記固定片１１１は弾性力を有するように成形されたものであるため、締付
具１１０を突部１０２に嵌入するときには固定片１１１が弾性変形しながら締付具１１０
が突部１０２に円滑に嵌入された後、固定片１１１が弾性復元しながら図４に示すように
固定片１１１が係止爪１１５に係止されて締付具１１０が強固に固定される。
【００２６】
　上記の締付具１１０の一方の側にはワイヤー連結部１１６が突設されるが、前記ワイヤ
ー連結部１１６には、図３に示すように、それぞれ一対の第１圧着片１１２および第２圧
着片１１３が形成される。
【００２７】
　一般的に、ワイヤー１１４は、電気が通電する金属線材と、金属線材の外部に合成樹脂
により被覆する被覆部と、から構成されるが、前記第１圧着片１１２の間に金属線材を位
置させて一対の第１圧着片１１２を圧着し、第２圧着片１１３の間にワイヤー１１４の被
覆部を位置させて一対の第２圧着片１１４を圧着することにより締付具１１０にワイヤー
１１４を電気的に連結固定する。
【００２８】
　もちろん、前記第１圧着片１１２および第２圧着片１１３の両方にワイヤー１１４の金
属線材を位置させた後に圧着して電気的に連結固定することもできる。しかしながら、前
記のようにワイヤー１１４と被覆部まで圧着固定することにより締付具１０にワイヤー１
１４を一層強固に圧着固定することもできる。
【００２９】
　上記のように構成されたワイヤー１１４の端部に締付具１１０を連結固定し、ワイヤー
１１４が連結固定された締付具１１０をスナップ電極胴体１０１の突部１０２に挿着し、
前記胴体１０１を図４に示すようにパッド１２０の締付突起（図示せず）に容易に脱着す
ることができる。
【００３０】
　このとき、前記胴体１０１の外部には、図１および図２に示すように、胴体１０１とワ
イヤー連結部１１６が外部に露出されないように合成樹脂を押出成形してなるケース（図
示せず）を覆い被せてターミナルを構成することが好ましい。
【００３１】
　上記のように構成された本発明の実施の形態による医療用スナップ電極とワイヤーの締
付具は、ワイヤー１１４を連結固定するために人体に有害な溶接を行うことなく、締付具
１１０にワイヤー１１４を圧着固定し、前記締付具１１０をターミナル胴体１０１に挿着
することによりワイヤー１１４が強固に締め付けられるだけではなく、人体に無害であり
、一々に溶接しなければならない工程が不要になるため生産性が向上する。
【００３２】
　図５は、本発明の実施の形態によるスナップ電極の分解斜視図であり、図６は、スナッ
プ電極のベース側面図である。
【００３３】
　スナップ電極は、図５に示すように、胴体１０１の内部にパッド１２０の締付突起１２
１を締め付けるベース１３１が設けられるが、前記ベース１３１は、中央にパッド１２０
の締付突起１２１が嵌合される突起ハウジング１３２が上方に突設され、前記突起ハウジ
ング１３２の両側が切り欠かれてバネ溝１３３が形成され、周縁部が張り出されたベース
１３１に支持されて前記バネ溝１３３に圧着バネ１３４が嵌合されるように構成される。
【００３４】
　パッド１２０の締付突起１２１は、図５に示すように、外周面に係止溝１２３が凹設さ
れているが、前記締付突起ｌ２１を突起ハウジング１３２に嵌合すると、両側が切欠き形
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成されたバネ溝１３３を介して突起ハウジング１３２の内部に一部が突出された圧着バネ
１３４が前記締付突起１２１の係止溝１２３を圧着することによりパッド１２０とスナッ
プ電極が締め付けられる。
【００３５】
　パッド１２０にスナップ電極を締め付ける過程で締付突起１２１の係止爪１２２が突起
ハウジング１３２の内部に嵌合されるときに前記圧着バネ１３４が突起ハウジング１３２
の切り欠かれたバネ溝１３３を介して突起ハウジング１３２の外部に出されてから、さら
にバネ溝１３３を介して嵌合されて締付突起２１の係合溝１２３に載置されて締め付けら
れるが、この過程で、圧着バネ１３４がバネ溝１３３の上部切欠面に係止されて係止溝１
２３を圧着することができない場合が発生することがある。
【００３６】
　このような問題を解消するために、図６に示すように、バネ溝１３３の上部切欠面を湾
曲状に成形することにより圧着バネ１３４がバネ溝１３３の上部切欠面に係止されること
を防いで締付が円滑になされるように構成することが好ましい。
【００３７】
　以上、本発明の実施の形態による医療用スナップ電極とワイヤーの締付具について説明
した。
【００３８】
　前記本発明の技術的構成は本発明が属する技術分野における当業者がその技術的思想や
必須的特徴を変更することなく他の具体的な形態にて実施することができるということを
理解できるであろう。
【００３９】
　よって、上述した実施の形態はあらゆる面で例示的なものであり、限定的なものではな
いと理解さるべきであり、本発明の範囲は上述した詳細な説明よりは、後述する特許請求
の範囲によって開示され、特許請求の範囲の意味及び範囲並びにその等価概念から導き出
されるあらゆる変更または変形された形態が本発明の範囲に含まれるものであると解釈さ
るべきである。
【００４０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００４１】
　１０１　　胴体
　１０２　　突部
　１０３　　溝
　１１０　　締付具
　１１１　　固定片
　１１２　　第１圧着片
　１１３　　第２圧着片
　１１４　　ワイヤー
　１１５　　係止爪
　１１６　　ワイヤー連結部
　１２０　　パッド
　１２１　　締付突起
　１２２　　係止爪
　１２３　　係止溝
　１３１　　ベース
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　１３２　　突起ハウジング
　１３３　　バネ溝
　１３４　　圧着バネ
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